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自動車排出ガス 原単位の算定お よび排出ガス総量 の 推計

飯 田 訓 正 　慶應義塾 大学 理 工 学部

1．はじめに

　環境省が実施して い る自動 車排 出ガス の イン ベ ン トリ調査 に つ い て解説 し，排出ガス 推計の結果を紹介する ととも

に，今後 の 課題 に つ い て 言及する。

2，排出ガス 原単位 の 算定

2−1．排出ガス 原 単位とは ，自動車が あ る平均速度 で 走行 した場合 の 1km 走行 当たりの 排出ガス 量 で あり， 図 1の よう

に 車速 （ここで は，走行 途 中の 停 止 時 間を含む旅 行速度を用 い る）と排出量 の 関係 式 で 示 されるもの で ある。 車種別 ，

燃料別，車両総重量別，排出ガ ス 規制年別 ，および排 出物質ごとに作成 する。

2−2．排出ガス 原 単位の作成方法

1）排出ガス 測定データの 入手，グラフ への プ ロ ソ ト

　シ ャ シダイナ モ 試験デー
タ： シ ャ シダイナ モ 上 にお い て，様 々 な実走行 モ

ー
ド（実路を走行して い る状況を模した

走り方）で 行 っ た排出 ガ ス 測定デー
タを 自治体 ， 研 究機 関等 の 協 力を得 て 収 集し，1km走 行当 た りの 排出ガ ス 量

［g／km］を縦軸，平均車速［km ／h］を縦軸 とす るグラフ に プ ロ ッ トする．ただ し，重量車に つ い て は ，車両重量の 幅が 大き

く（車 両総重量 ：3．5tか ら 25tの 範囲），排出ガ ス 量［g／kmユを原 単位とするとばらつ きが生じる。そ の ため ， 排 出ガ ス 量を

さらに等価慣性重量匚t］で割っ たものを重量車の 排出ガス 原単位［g／km／t］としてい る（図 2）。 なお ， 大型車 の 新長 期規

制か ら適用され て い るJEO5 モ
ードの シ ャ シ ダイナ モ 試験デー

タを活用する場合 は，モ
ー

ドを複数 の シ ョ
ー

トトリッ プ に

分割・集約して ， 複数の サ ンプ ル としてプ ロ ッ トする。

　実路走行排出ガス 試験デ
ー

タ ： 車載型排出ガス 計測装置を重量車に搭載して，実路走行 中に排出ガス 量および

走行速度をオ ン ライン 計測して データを収集する。こ の 時系列 デー
タを解析して，シ ョ

ー
トトリッ プ毎 の 旅行 速度と排出

量を求める。 具 体的には，実路走行車両は 走行と停止 を繰り返すの で ，停止 状態か ら走行を始め て から次 に停止 す

るまで の 走行 区間をシ ョ
ー

トトリッ プと定義し，シ ョ
ートトリップ毎 に 旅行速度お よび排出 ガ ス 量 ［g／km ／t］を算出し， グラ

フ にプロ ソ トする 。

2）排出ガス 原単位 の 回帰

　グラフ に プロ ッ トされ たサン プ ル を関数式に回帰する。 関数式 は ， 当て はまり程度が良く， 車速と排出率が合理 的な

関係を表すもの として，次の 式を採用する。　　　 原 単位 ＝a ・V
−
1
＋ b＋ c ・V ＋ d・V2　　　　　　　　　　 （1）

3．排出ガス 原単位か ら排出ガス 総量の 算出

3−1．車種ごとの 排出ガス 原 単位に走行 量［台 km ］を乗 じれば排出ガス 量 ［g］を算出することが で きる。排出 ガ ス 原 単位

は ，適合排出ガス 規制ごと（車種別 ，燃料別 ，車 両総 重量別 ，排出ガス 規制年別）に分か れ て お り，重量車の 場合は ，

原 単位が ［g／km ／t］で あ るこ とか ら
，市場 に 存 在す る 自動 車 の 「排出ガス 規制区分別構成率」お よび 「重量車の 平均等

価重量 」の データを 用 い て ，8 車種 区分別 の 排 出係数［g／km ］（算定式）を都道府県別に算出する。
3−2，細街路と幹線道路別 に ， 道路 区間 ， 時間別 の 車速に対応する排 出係数を「8 車種区分別 の排出係数算定式」

か ら求め て ，それ に走行量をか けて，排出ガス 総 量を算出する。 なお，コ ール ドス タート時の排出量は ，保有台数当た

りの 始動回数 （回／日）を考慮して コ
ー

ル ドス タ
ー

ト時 の 排 出量として推算する。
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図 3 平 成 22年度発 生源 別 NOx 排出 量
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4，自動 車排出ガス 総量 の 推計結 果

　図 3に 平成 22 年度の 発生源 別 NOx 排出量 の 割合を示す 。
　NOx の 年 間排 出 量は 60 万 トン と推計され ，

ガ ソリン 車

が 10％，ディ
ーゼ ル 車が 58％，そ して ，特殊自動車が 31．5％を 占める。 特に 建設機械 ， 産業機械 ， 農業機械 の 分野

で デ ィ
ーゼ ル機 関を動力源とする特殊 自動車 の NOx 排量割合が増加 して い る。 特殊 自動車 の ディ

ー
ゼル 車対策が

求め られる。

　図 4 に年度別 NOx 排出量 の推計結果を示 す c 二 輪車・特殊 自動車を除い て い る。新長期規制，ポス ト新長期規制

の 効果で ，平成42 年度に は平成 22 年度比 で 1／5 まで 低減することが予測され る。これ は ，デ ィ
ー

ゼル 重量車（3．5t

以 上）の 排出ガス 低減対策に よるとこ ろ が大きい 。

　NOx 排 出ガ ス 規制 の 強化 に 伴 い ，デ ィ
ーゼル 重 量 車 で は新長期規制適合車 の

一
部の 車種 に お い て，初め て 尿 素

SCR シ ス テ ム が 導入され，ポス ト新長期規制適合車で は本格的に導入 され て い る。しか し，環境省が 行 っ た排出 ガス イ

ン ベ ン トリの 調査 の 中で，使用過程 の 尿素 SCR シ ス テ ム 搭載の新長期規制適合車にお い て ，新車の 許容限度 目標

値を大幅 に越える排 出量 が 確認され た。N　Ox 後 処 理装置 の 耐久性・信頼性の 確保 の た め の 措置が必 要とされ て い る。

従来 ， 推算にあたっ ては，排出 ガ ス 低減シ ス テ ム の 劣化を考慮した排出量 の 算定を行 っ て い る。 しか し，長期規制以

降の 車両 の 劣化補正 係数は，デー
タ蓄積が ない こ とか ら，排出ガス 規制区分毎の 最新年度の劣化 補正 係数で 代替

して い る状況 にある。 今 後，普及 が見込まれる新長 期規制 以降の 車両 の 後 処 理 装置 の 劣化等に よる排出量の 増加

分 は ，総排 出量 に 占め る割合が 多くなる可能性 が あるこ とか ら，実態調査が 必 要 で ある。

5．実路走行時 の 自動車排出ガス 総量 の 算定結果

　「シ ャシ ダイナ モ 試験デ
ー

タを基礎資料とする排 出ガ ス 原単位 （以下 C ／D 試験原 単位 ）」お よび 「実 路走行排 出 ガ

ス 試験デ
ー

タを基礎資料 とする排 出ガ ス 原単位（実路走行原単位と呼ぶ）」における NOx 排 出 ガ ス 総量 の 算定結果

を比較した 。 NOx 排出量 の 推 計値は ， 排 出ガス 原単位 の 違 い により，「実路走行原単位 」は，「C／D 試験原 単位」に対

して，平成 22年度 で 10％，32 年度で 14％，42 年 度では 27％ 多く試算される。これ は，「実路走行原単位」の排出係

数が 「C／D 試験原単位」の それ対して 高い ことを示 して お り，今後 の イン ベ ン トリ調査 で は，リアル ワー
ル ドの 排出実態

を考慮した調査 ・分析が必須となることを示 して い る。
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